
嬉のとのに定第支生る定
　有な年時請十給じ場の
年無り金日求八がた合結
金にまがをが条開日に果
支か寛一要遅と始の嫉
給か　括しれ　さ属　受
事わこしたたまれすr給
由らのて場q荏まる支要
が國こ支合　　す月給件
生と給にあ被（のすを
じ年かさはる保国翌べ満
た金うれ’い険民月きた
日受　る既は者年か事し

給請こ往裁の金ら由て　ま受等に同第て保金
権求と分定裁法一がい裁玄給　お法十裁険を国

要同け第六定庁受民　　　　　　　　　に件法る三条の畏給年っ
の第裁十）請官し金い
審五定条’求によ法て
査十請に社を自うに
を六求定会行己と基
経条人め保いのすづ
て以のる険（受るき
裁下障障庁国給者障
定に害害長民権は害
を定の認富年に’福
行め程定は金つ社祉
いる度日’法い会年

答

倉めと一さ一資基下（
　遺と’れ’力づr問
　産な被る障のく法）
　分つ保こ害発費一

灘耀難遜
　に椙財つ金は請　只

　場たこ　給　るに以

ス　貫付産な立は資前廃合護　究な異のに等求いた定日　（る生資護　るに
に以性すをる後逆力者止く開例　るな発よ恣を逢日請と資法に日産法しと当

詰纏解翫雛自擁かを舗誉獅葛騰鰻鰹
てこくいしで活力て合受立同’　らと点資要せかるた理発十か・該被っら発
娃とこ義たあ費と認媛給真特保　でとが力素るか《日由生三わ被当保てれ生
　かと　上ηにし定　し輿に　　　　　　　わ　あ嫉時条ら保しく護　ます

　　　　　　　　　　　　　　　　　曳
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